
物性若手 ｢夏の学校｣サブゼ ミの報告

物性若手グループ事務局

今夏の ｢夏の学校｣サブゼミの報告を, ｢物性研究｣編集部の御好意により,本紙上

を借 りて致します｡報告者はそれぞれのサブゼミの世話人です｡事前に報告書提出の依

頼をすることを怠ったために,簡略に過ぎたものとなった誤ちの責任は,総べて事務局

にあります｡

磁性サブゼミ M

l ｢金属一非金属転移の実験的研究｣をテーマとした.

2 講師は,京都大学理学部化学教室小菅聴二氏で, ｢バナジウム酸化物及び硫化物

の電気的磁気的性質｣の講義がなされた｡その内容は,多体効果としての電子相関が重

要な役割をもつ現象として注目を浴びている,金属一非金属転移の実験 的研究をさ

れている′ト菅氏の現在までの成果の発表であった｡主としてマグネ リ相 VnO2n-1

(n-3-9)及びV203, V02の電気的,磁気的振舞いを,磁化率,NMRiMassbauer,

電気伝導度,等の方法を駆使して明らかにしていく過程の詳細な報告を受けた.Carrier

-Gasを用いた封管化学輸送法による単結晶の作り方から,NMRの解析までのてい

ねいな説明はバラエティに満ちた,マグネリ相の振舞の大要を理解するのに必要かつ充

分なものであった｡

回折サブゼミ L

l 主題 :中性子の非弾性散乱とその応用

2 講義 :大半は,中性子の非弾性散乱の基礎理論で,のこりはその実験結果につい

て｡

低温サブゼミ J
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1 主題 :超低温の生成と温度測定｡講師は,東北大学,佐藤武生氏

2 講義内容

1)断熱消磁

2)3He-circulating D.R.

3)4H｡-Circulating D.氏.

4) pomeranchuk a)oling

5) その他のQ)oling法

6)熱力学的温度および温度計

光物性サブゼミ 0

1 主題 :｢電子一一格子相互作用｣

動的ヤーン･テラー効果

2 講師は福田敦夫氏で, ｢Te十型中心の緩和励起状態における動的ヤーン･テラー

効果｣の講義であり,残されている問題点等が指適された｡ヤーン･テラー効果につい

て,初歩的段階から平易に講義が行なわれたので,十分に理解がいきとどいたと思われ

る｡ しかし考えれば,サマースクールとして,サブゼミ ｢光物性｣をかかげているので,

この一時期に,スポット的に ｢動的ヤーン･テラー効果｣のみのゼミを行なったことは

反省の余地があるように思われる｡

高分子サブゼミ

1 主塔 :生体高分子 (アロステリック効果 )

2 講師は大久保紀雄氏で,J.Mon°,∫.Changeux,andF.Jacob,∫.Mol,Biol,6

306(1963) 等の読み合せ｡

誘電体サブゼミ K

l 講師 阪大 山田安定氏

Ferroelasticityのミクロな起源

固体のfe汀Oelasticな相転移をミクロな立場から"スピン変数 〝を導入して議論する方法

についての解説がなされた｡(C6H5NH3)Brは300Kで斜方晶系から単斜晶系に相転
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移する際,自発歪が表われ,歪テンソルのezxが Order-Parameterと考えられている.

この相転移は,NH3基がTc以下で Orderingすることに対応しているが,これを Jalm

-Tdler相転移との,アナロジーを考えながら議論された｡NH3の配向の異なる2つの

状態に対する"スピン変数 〝oz(パウリスピンと同じもの)を導入すると,静電エネルギー

は '(% ),=｡ Ap･LJ･Ozとかけ,ミクロな-ミル トニアンを次のように導ける.

H-Hphon皿+∑gezx･OAiIic55ezx
2

1

これから出発して, この結晶のいろいろな性質 (具体的には,<ezx>,<｡>,の温

度依存性, C三5のソフト化など)が導けることを示された｡尚,この場合e2XとOが Linear

にcoupleしていることが本質的であることが強調された｡

講師からの設問として,ランダウ流に ｢固休の相転移とは対称性の変化である｣とす

ると,金属Ceのfcc-fcc転移のOrder-Pammeterと喧何であろうかという間がなさ

れ,答はうんとミクロな量<n>(4f軌道にある電子の数 )をOrder-Parameterと考え

ればよい｡電子分布の対称性は変化が起きているから｡

2 講師 名大 沢田昭勝氏

結晶相転移-の群論の応用

GMOについてのDvorak理論が出てから,相転移-の群論の応用が注目されているが,

それは群論が実験結果の統一的記述や,結晶の性質を対称性のみから予測できるという

面で有力だからである｡という前置きに続いて,まず点群の既約表現について 2を例に

とって説明があった｡

次にSymmorphicな空間群 (例はD;)のk-0とk-(芸,0,0)での既約表現,

n-野mmOrPhicな空間群 (例はD…)のk-Oとk-(号, 0,0)の既約表現について

の説明で拡大群の方法の解説があった｡ランダウ理論を使ってどのような相転移が可能

かをD圭とI)…の場合についてみ,水晶のa-β転移の場合の例も引用された｡RS型,嵐

安型の強誘電体について,最近注目されている事に解れられた｡

物性基礎論 Q
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サブゼミQの主題は,ここ二年程,動的臨界現象と非平衡統計力学であって,本年も

その線に従 うことにした｡

世話役は京都大学理学部富田研究室であったことから,京大の若手三名と,福井大学

工学部の原田助手に,自己の仕事の紹介を含めたそれぞれの分野のレビューをしていた

だいた｡以下はその概略である｡

(1) 7月28日 戸谷隆雄

O非平衡状態で問題になっている事の一つに,DissipativeStructureという概念が

ある¢ この考え方で非平衡状態で現われる,種々の現象が統一的に理解できる.

1 Benard問啓

狭い平板間の流体を重力場中で加熱,対流を起させる時に,規則的なpatternが現わ

れる現象で,平衡系での相転移 とよく似た性質を持 っている｡

2 化学反応

物質 エネルギー流を保持し,非平衡定常状態を維持すると,ある条件下では,空間的

な pattern(秩序 ), と時間的な秩序 (振動 )が現われる｡例えば,ザポチンスキー反

応｡

3 レーザーの非減衰振動

2の,時間的な秩序の出現が,例えば レーザーの発振に際しても見られる｡

以下は,この, 3,の詳しい話 しがされた｡同時に,この問題を取扱 う数学的手段 と

してfl展開の理論が解説された｡

(2) 7月29日 福井大 原田義文

L液体の動的臨界現象,例えば被体,気体相転移,､二成分臨界溶液,の光散乱によるア

プローチの紹介を,主として実験的側面から行なった.他方,水の構造の研究の一環 と

して始められた'超音波吸収の問題の紹介と,現在原田氏が研究 している,i臨界溶液で

はない水-アルコール系で観測される超音波吸収の異常性についての紹介がなされた.

さらに詳 しい報告が本誌に掲載される予定である｡

(3) 7月30日 太田隆夫
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モー ド結合の理論についての簡単な紹介｡

1 G)nventionaltheoryとその実験から得られる結果との不一致について｡

2 動的スケーリング則｡動的臨界指数の,導入｡及びこのスケーリング則の仮定か

ら得られる結果について｡

3 モー ド･モー ド結合理論｡その内容を,簡略化した非線型連立方程式で説明した｡

● 0

Ⅹニーγxx十ⅤXxy

● O

yニーγyy+vyxx

また,この理論で現在まで使われた,種々の仮定を強調し,その改良-の展望を示唆

した｡この点については近々論文発表の予定｡

4 動的なくり繰み群の簡単な紹介｡

(4) 7月31日 水島二郎

乱流理論の-典形であるモーメント法,その最新の改良理論を中心として,乱流理論

の紹介を行なった｡

1 乱流と層流

Reynoldsの実験に始まる乱流の研究の歴史と,乱流の特長,i)主流の変化,ii)

抵抗の増加,iiD流量の変化,の種々の例でデータも使いながら説明した.

2 臨界 Reynolds数の決定｡

流体的安定性理論ともいうべきもので,流体が層流から乱流-移行する点の解析であ

る｡重力方向と,直角方向に厚みを持つ平板間の熱対流の安定性問題が例にとられた｡

3 Burgers乱流

乱流的な振舞いを示す解を持つBurgers方程式の紹介

∂2
諾u+uixu-僚 u

この厳密解とR≫1, t≫1の漸近解は

Cく)

u(x,t)ニーを孟 logflexp_⊂入こ)[

u(x,t)-与lx一喜(qi-7i.1)]

/∫.＼

R

一2

Xir旧はU
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-2it(qi.14 )t｡nhlPt(qi.I-7i)(x-Ei)]
であり,この方程式で支配される乱流の減衰法則には初期条件で決まる特徴的な二つの

2
型 了(t)∝t-ち E(t)cEtll

がある｡

4 乱流理論の構成

分布関数の方法.空間fl中の乱流場を記述する分布関数の存在を仮定し,そのモーメ

ントを求めることを目的とした理論｡特に,その二次モーメントは直接エネルギースペ

クトラムに関係する｡ この二次モーメントを種々の近似を使って求める努力が成されて

きた｡その例としては,0-4次モーメント法,多時間キュムラント展開法が挙げられ

た｡

5 Kolmogorov理論

有名なKolmogorov理論の解説と,特にこの理論が立脚している大きな仮定の説明｡

最後に,多時間キュムラント展開によれば,Kolmogorovのスペクトラムが得られると

いう講師自身の研究の報告があった.この話しは物理学会誌十一月号に投稿される予定

である｡

以上が本サブゼミでの講義の概略である｡ それぞれに対し,二,三の質問があったが,

議論に発展するものではなかったので省略する｡

各サブゼミの報告者

M.京大 理 化 清水正文

L.名大 工 応 成田万紀

J.東教大 理 大島俊夫

~冨中利治

0.東教大 光 金野茂男

K∴名大 工 応 柴田典義

Q.京大 理 物 木立英行
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